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あらまし：非漢字語圏の留学生にとって日本語，特に漢字を覚えることは大変難しいと思われる．そこで

本研究では，講義で使用されているスライドからテキスト情報を取得し，その中に含まれる漢字情報にフ

リガナを振ったものを表示するシステムを作成する．フリガナを振る個数はロジスティック関数を利用し，

学習者の理解度に見合った数を決定する．非漢字語圏の留学生に利用してもらうことで漢字の学習及び講

義の理解度の促進を目標とする． 
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1. はじめに
現在，日本には約 13万人もの外国人留学生が在籍

している．出身国も幅広く，中でも中国からの留学

生が大半を占めている．この理由の 1 つに，やはり

中国が日本と同じ漢字圏内であり，勉強する際に，

日本語に馴染みやすいという点が大きいのではない

かと推測する．しかし，非漢字語圏の留学生にとっ

て日本語，特に漢字は覚えるのが大変難しいと思わ

れる．そこで本研究では，留学生を対象に大学で行

なわれている講義で使用されているスライドデータ

より，テキスト情報を取得しその中に存在する漢字

情報にフリガナを振ったものを表示するシステムを

作成する．漢字へのフリガナ数は，ロジスティック

関数を利用することで，学習者の理解度に見合った

数を決定する．本システムを利用してもらうことで，

漢字の学習及び講義の内容の理解度を促進すること

を目標としている 

 

2. フリガナ表示システム
本研究で作成したシステムは，講義で利用してい

る PPT データのテキスト情報を MeCab[1]を用いて形

態素解析することで，フリガナ情報を取得する．そ

して取得したフリガナ情報を漢字の後ろに付与する

ことでフリガナ付きのテキストデータを表示する．

留学生はそのデータを見て学習をする．また，講義

回数を進めるにつれて 1 単語ごとのフリガナを減ら

していくことで，漢字の記憶を促す．フリガナの削

減にはロジスティック関数を用いる．講義 1 回目で

は漢字に対して 100%フリガナを振り，最終講義の 15

回目には最小で 50%までフリガナを削減する．フリ

ガナ削減の例を図 1 に，形態素解析で取得した漢字

とフリガナの例及びフリガナの表示例を表 1 と図 2

に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 フリガナ削減の例 

 

表 1 漢字とフリガナのリスト 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 フリガナ表示の例 
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3. フリガナ削減について
各講義回を x とし、ロジスティック関数を用いて漢

字 1 単語ごとのフリガナ数を削減する指標 y を、以

下の式で定義する。

1 * ( * )
Max Miny Min
b exp c x

−
= +

+

Maxはフリガナ最大数， Minはフリガナ最小数，

b , cは定数である．b の値は y の下がり始める点に

関係し， cの値は傾きに関係する．

 初 め の 基 準 と し て 100Max = , 50Min = ,

0.5b = , 0.6c = とする．この値を講義 1 回分毎にテ

ストを行い，その結果によって次回のフリガナ数を

変更していく．

図 3 フリガナ数削減のロジスティック曲線

また、講義に出てきた漢字から 20 問程度のテストを

実施し、そのテスト結果よりから(100-(テスト結果))%
が目標値と誤差±5%以内ならロジスティック曲線は変更

しない．それ以外ならば，ロジスティック曲線に変更を加

える．

3.1 テスト結果が良かった場合 

テストの結果が良好であった場合，b の値を変更

して次回のフリガナ数が(100-(テスト結果))%となる

図 4 テスト結果が良かった際のロジスティック曲線 

ようにする．例として 8 回目の講義のテストで，

予定よりも良い点数を取り，b の値をテスト結果に

合うように 0.5 から 1.5 に変更した場合の曲線を y2
として図 4 に示す．

 

3.2 テスト結果が悪かった場合 

テストの結果が不良であった場合も，b の値を変

更し次回のフリガナ数が(100-(テスト結果))となる

ようにする． 8 回目の講義のテストで，予定よりも

悪い点数を取り，b の値をテスト結果に合うように

0.5 から 0.1 に変更した場合の曲線の変化を y2 とし

て図 5 に示す．

図 5 テスト結果が悪かった際のロジスティック曲線 

 また，ロジスティック曲線を変更した場合でも，

今後のテスト結果の状況次第で順次変更を行い，学

習者の理解度に適したフリガナ数の曲線に更新して

いく．

4. まとめと今後の課題 
本研究では，講義で使用されている PPT のスライ

ドデータよりテキスト情報を取得し形態素解析する

ことで漢字にフリガナを付与し表示するシステムの

作成を行った．漢字へフリガナを振る際に，ロジス

ティック関数を用いて学習者に適したフリガナ数を

決定しフリガナを付けるようにした．今後の課題と

して，漢字語圏内でない留学生を対象に本システム

を利用してもらい，通常の講義を受けた場合との違

いを分析したい．
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